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表紙　1月10日に行われた市消
防団出初式。寒空の中、行進曲に
あわせ団員が入場してきます。
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稲敷をはなれ頑張る方々を応援する情報誌「いな
しきエール便」が１月に完成しました。内容は、中
学校の校歌や方言など “稲敷らしさ” がたくさん
詰まっています。
　あなたの大切な人にふるさとの良さ、懐かしさ
を届けてみませんか？

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2649

いなしきエール便はじめました
ふるさとをはなれたお子さんや友人に送ってみませんか？

▪
い
な
し
き
エ
ー
ル
便

が
出
来
る
ま
で

「
減
り
続
け
る
人
口
を
な
ん
と

か
で
き
な
い
か
？
」
市
で
は
、

平
成
19
年
か
ら
若
手
職
員
に
よ

る
「
人
口
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
人

口
問
題
対
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
検
討
を
進
め
る
中
で
、
転
出

者
の
多
く
が
、
稲
敷
に
つ
い
て

は「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
も
う

一
度
住
み
た
い
」
と
感
じ
て
い

て
、
そ
の
魅
力
は
「
稲
敷
で
生

ま
れ
た
こ
と
」
や
「
稲
敷
で
育

っ
た
こ
と
」
と
い
う
「
ふ
る
さ

と
」
に
あ
る
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
人
口
問
題
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
転
出
し

た
人
達
を
『
同
じ
故
郷
を
も
つ

仲
間
＝
稲
敷
人
（
い
な
び
と
）』

で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
い
つ
か

帰
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
。ま

た
、「
ふ
る
さ
と
」で
あ
る
稲
敷

か
ら『
エ
ー
ル（
応
援
の
声
）』を

送
り
た
い
。そ
の
想
い
を
形
に

し
た
の
が
『
い
な
し
き
エ
ー
ル

便
』で
す
。

▪
い
な
し
き
エ
ー
ル
便

の
内
容
は
？

稲
敷
な
ら
で
は
の
情
報
を
掲
載

し
、
読
ん
だ
人
に
ふ
る
さ
と
を

懐
か
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

内
容
に
し
て
い
ま
す
。

　

創
刊
号
で
は
、「
故
郷
に
感

謝
す
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
茨
城
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
片
岡
安
祐

美
選
手
の
直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

市
内
４
中
学
校
の
校
歌
、
稲
敷

お子さんや友人に「いなしきエール
便」を送ってみませんか？
実際に、稲敷をはなれ頑張っている息子さ
んや娘さん、同級生や先輩・後輩に「いなし
きエール便」を送ってみませんか？企画課
にお問合せいただければ、その方々に無料
で「いなしきエール便」を送付いたします。
皆さんからのエールを届けましょう。
　フレー！フレー！稲敷人。

※詳細は企画課までお問合せください。

の
方
言
や
習
慣
、
稲
敷
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
就
職
情
報
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ー
ル
便
は
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

（
新
聞
の
半
分
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
）
の

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ
で
す
。

▪
エ
ー
ル
便
配
布
場
所
・

入
手
場
所
は
？

今
年
の
成
人
式
出
席
者
に
配
布
し

た
ほ
か
、
転
出
す
る
方
に
届
出
窓

口
に
て
配
布
予
定
で
す
。ま
た
、

各
総
合
窓
口
に
も
設
置
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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い
よ
い
よ
今
年
も

『
江
戸
崎
の
雛
ま
つ
り
』

が
は
じ
ま
り
ま
す

今
年
も『
江
戸
崎
の
雛
ま
つ
り
』

が
２
月
７
日
（
土
）
か
ら「
え
ど

さ
き
笑
遊
館
」
を
メ
イ
ン
会
場

に
江
戸
崎
商
店
街
や
大
日
苑
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
30
店
舗
以
上
の
お
店
が
雛
人

形
や
つ
る
し
雛
な
ど
を
飾
り
、

商
店
街
を
彩
り
ま
す
。

　
『
江
戸
崎
の
雛
ま
つ
り
』
は

今
回
で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

年
々
来
訪
者
が
増
え
、
市
内
や

県
内
だ
け
で
な
く
、
広
く
首
都

圏
か
ら
の
お
客
様
も
多
く
な
り

ま
し
た
。昨
年
以
上
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
よ
う
と
、
メ
イ
ン

会
場
の
飾
り
つ
け
を
行
う
江
戸

崎
つ
る
し
雛
の
会
（
代
表
：
筧

英
子
氏
、
稲
敷
市
商
工
会
女
性
部

の
有
志
の
方
々
）も
昨
年
以
上
に

力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
メ
イ
ン
会

場
の「
え
ど
さ
き
笑
遊
館
」の
一

部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
雰
囲

気
づ
く
り
を
し
た
こ
と
に
加
え
、

え
ど
さ
き
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
代
表
：
鴻
野
忠
氏
）や
笑
遊
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
代
表
：
椎
名
か
つ

氏
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

方
々
の
協
力
で
、
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

新
作
和
菓
子
・
す
い
と
ん
…

周
遊
マ
ッ
プ
の
配
付
も
…

え
ど
さ
き
笑
遊
館
に
て
、
雛
ま

つ
り
期
間
中
に
、
雛
ま
つ
り
限

定
の
新
作
和
菓
子
や
佃
煮
な
ど

を
格
安
販
売
し
ま
す
。ま
た
、

期
間
中
の
土
日
の
み
、
お
い
し

い
す
い
と
ん
格
安
販
売
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の
お
い
し
い

お
店
な
ど
の
情
報
が
満
載
の

「
江
戸
崎
の
雛
ま
つ
り
の
周
遊

マ
ッ
プ
」
を
配
付
予
定
で
す
。

こ
の
周
遊
マ
ッ
プ
は
、
え
ど
さ

き
笑
遊
館
、
市
役
所
各
庁
舎
窓

口
、
商
工
会（
本
所
お
よ
び
支
所
）

な
ど
に
設
置
予
定
で
す
。

『
お
は
よ
う
茨
城
』で
も

放
送
さ
れ
ま
す

２
月
22
日（
日
）午
前
６
時
15
分

～
６
時
30
分
、『
お
は
よ
う
茨

城（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）』で
も
、
江
戸

崎
の
雛
ま
つ
り
が
「
茨
城
ひ
な

街
道
」
特
集
の
中
で
放
送
さ
れ

る
予
定
で
す
。

開
催
期
間

▼
２
月
７
日
～
３
月
３
日

お
問
合
せ

▼
え
ど
さ
き
笑
遊
館
：
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
１
１
７

　

http://syoyukan.com
/

▼
え
ど
さ
き
街
創
り
協
同
組
合

（
稲
敷
市
商
工
会
内
）
：
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３一部リニューアルした「えどさき笑遊館」

と番頭の梅八さん（火・水・木曜日に在館）
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男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっ
ても幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しい
ハーモニーを奏でながらともに歩んでいきま
しょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2403）

女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_10

男女共同参画社会を目指して　

▪
男
女
共
同
参
画
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
20
年
12
月
６
日
、
市
役
所

江
戸
崎
庁
舎
会
議
室
で
第
2
回

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ

ッ
ト「
ら
い
ず
」理
事
・
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
長
の
城
倉
純

子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

「
知
っ
て
お
こ
う
Ｄ
Ｖ
（
配
偶

者
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
）
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
Ｄ
Ｖ

の
形
態
や
実
態
、
Ｄ
Ｖ
と
子
ど

も
へ
の
虐
待
の
影
響
、
被
害
者

支
援
対
策
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
暴
力
は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど

の
身
体
的
な
も
の
ば
か
り
で
な

く
、
精
神
的
暴
力
や
経
済
的
暴

力
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
に
含
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
被
害
者
の
多
く
が
Ｄ

Ｖ
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

我
慢
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

城
倉
さ
ん
は
、「
Ｄ
Ｖ
家
庭

で
育
つ
子
ど
も
に
は
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

様
々
な
偏
見
、
社
会
通
念
、
誤

解
が
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
か

を
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
身

近
な
人
や
近
隣
で
Ｄ
Ｖ
が
起
き

て
い
る
の
を
知
っ
た
時
、
ど
の

よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え

る
機
会
と
し
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

▪
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）と
は

多
く
の
場
合
、
暴
力
の
被
害
者

は
女
性
で
、
夫
や
恋
人
な
ど
親

し
い
関
係
に
あ
る
男
性
（
婚
約

者
・
同
棲
相
手
・
別
れ
た
夫
な
ど
）

か
ら
振
る
わ
れ
る
身
体
的
、
精

神
的
、性
的
、経
済
的
、社
会
的

な
暴
力
の
こ
と
で
す
。個
人
的

な
関
係
の
中
で
、
経
済
的
、
社

会
的
に
優
位
に
立
つ
男
性
が
暴

力
で
女
性
を
支
配（
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
）
す
る
こ
と
で
、
単
な
る
夫

婦
喧
嘩
で
は
な
く
暴
力
で
あ
り
、

犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重

要
な
人
権
侵
害
で
す
。

該
当
例
：
身
体
的
暴
力（
殴
る
・

蹴
る・つ
ね
る・突
き
飛
ば
す
な
ど
）

／
精
神
的
暴
力
（
暴
言
・
無
視
・

お
ど
す
・
見
下
す
発
言
な
ど
）
／

性
的
暴
力
（
性
行
為
の
強
要
・
避

妊
に
協
力
し
な
い
な
ど
）
／
経
済

的
暴
力
（
生
活
費
を
渡
さ
な
い
・

勤
務
の
妨
害
な
ど
）
／
社
会
的

暴
力
（
交
友
関
係
の
制
限
・
電
話

の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）／
そ
の
他（
子

ど
も
に
暴
力
を
見
せ
る
・
女
性
か

ら
子
ど
も
を
取
り
上
げ
る
な
ど
）

▪
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い

婦
人
相
談
所
は
、
女
性
が
抱
え

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
の
よ
う
な
内
容
で
お
困
り
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
電
話
相
談
、
来
所
相
談
と
も

秘
密
は
厳
守
さ
れ
無
料
で
す
。

相
談
内
容
：
配
偶
者
・
交
際
相

手
な
ど
か
ら
の
様
々
な
暴
力
／

売
春
、
テ
レ
ク
ラ
、
援
助
交
際

な
ど
／
結
婚
、
離
婚
、
男
女
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
／
家
庭
内
の
不

和
や
い
ざ
こ
ざ
な
ど
／
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
／
そ
の
他

▼
電
話
相
談

匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

▽
電
話
番
号
：
☎
０
２
９
︲
２

２
１
︲
４
１
６
６（
相
談
専
用
）

▽
相
談
時
間
：
（
平
日
）
午
前

９
時
～
午
後
９
時
／
（
土
日
祝

日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
来
所
相
談

相
談
員
が
面
接
を
通
じ
て
、
あ

な
た
と
一
緒
に
考
え
、
問
題
解

決
の
た
め
に
助
言
し
ま
す
。

▽
相
談
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
相
談
場
所
：
配
偶
者
暴
力
支

援
セ
ン
タ
ー 

県
婦
人
相
談
所

（
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

水
戸
市
三
の
丸
１
︲
５
︲
38

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
英語の「domestic violence」をカタカ
ナで表記したものです。略して「ＤＶ」
と呼ばれます。

「ドメスティック・バイオレンス」とは
何を意味するのかについて、明確な定
義はありませんが、一般的には「配偶者
や恋人など親密な関係にある、または
あった者から振るわれる暴力」という
意味で使用されることが多いようです。
ただ、人によっては、親子間の暴力など
まで含めた意味で使っている場合もあ
ります。
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トピックス

霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
３
月
１
日（
日
）

　
み
ん
な
で
街
を
き
れ
い
に

　

地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
、

道
路
や
河
川
、
堤
防
な
ど
に
投

げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な
ど
を

収
集
す
る
、
市
内
一
斉
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
こ
の
清
掃
大
作
戦
は
、
霞
ヶ

浦
、
北
浦
流
域
の
市
町
村
で
構

成
さ
れ
る
霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会

の
提
唱
で
、
昭
和
49
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。３
月
に
「
霞

ヶ
浦
清
掃
の
日
」
を
定
め
、
流

域
内
の
市
町
村
が
同
じ
日
に
一

斉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
実
施
日

３
月
１
日（
日
）午
前
８
時
開
始

※
小
雨
決
行

■
指
定
収
集
場
所

指
定
収
集
場
所
は
表
の
と
お
り

で
す
。各
地
区
で
最
寄
り
の
所

に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
搬
入
時
間

午
前
８
時
30
分
～
10
時
（
10
時

よ
り
、
各
収
集
場
所
か
ら
回
収
作

業
を
開
始
し
ま
す
）

※
時
間
外
に
搬
入
し
た
ご
み
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。搬
入
時
間

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
持
ち

込
め
ま
せ
ん
。

※
粗
大
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
袋
の
配
付

江戸崎地区
江戸崎庁舎
荒野生活改善センター
羽賀公民館
君賀コミュニティセンター
沼里コミュニティセンター
月出里公民館
佐倉公民館
鳩崎コミュニティセンター
高田コミュニティセンター
桑山公民館

東地区
橋向田園都市センター
東庁舎
佐原組新田農業集落センター
八筋川田園都市センター
上須田農村集落センター
阿波崎農村集落センター
本新公民館
幸田集落センター
市崎集落センター
清水新田団地センター

新利根地区
上郷公民館
根本共同利用施設
根本5区共同利用施設
角崎狸穴共同利用施設
曽根共同利用施設
新利根庁舎
南部共同利用施設
いこいのプラザ
太田下共同利用施設
堀川共同利用施設

桜川地区
尾島公民館
浮島中央集落センター
戸前農村集落センター
三次親水公園
古渡コミュニティセンター
羽生公民館
大杉神社駐車場
神宮寺集落センター
山来会館
甘田公民館

事
前
に
区
長
を
通
じ
て
、
可
燃

と
不
燃（
金
属
類
、ビ
ン
類
）の
ご

み
袋
を
配
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
区
の
公
民
館
、

集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
お
借
り

し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

昨年の写真

トイレや水周りの工事はお任せください
稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス販売代理店

根本住宅産業
稲敷市阿波崎 1568
TEL.0299-79-1543

ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 1 2 0 - 3 7 3 - 2 0 7

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
２
月
～

６
月
に
蒲
ヶ
山
・
月
出
里
地
区

の
一
部
で
「
労
働
力
調
査
」
を

行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、
就

業
状
況
を
調
べ
経
済
対
策
や
失

業
対
策
な
ど
に
活
か
す
た
め
の

調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
や
、
目
的
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
蒲
ヶ
山
・
月
出
里
地
区

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
２
月　
▽
調

査
地
域
：
稲
敷
市
蒲
ヶ
山
・
月

出
里
地
区
の
一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

障
害
者
控
除
対
象
者
の
方
へ

　
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
や
認
知

症
な
ど
の
方
で
、
障
害
者
に
準

ず
る
方
と
し
て
認
定
書
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
は
、
所
得
税

や
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者
：
65
歳
以
上
で
、
精

神
お
よ
び
身
体
に
障
害
を
持
っ

て
い
る
方
。（
障
害
の
程
度
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　

▽
申
請

方
法
：
各
総
合
窓
口
課
（
新
利

根
庁
舎
は
高
齢
福
祉
課
）
で
申
請

（
印
鑑
が
必
要
）。身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
の
手
帳
に
よ
り
障
害

者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
５
／
３
２
５
６
）

要
介
護
認
定
者
の
お
む
つ
代
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
な
く
て
も
、
市

が
発
行
す
る
「
確
認
書
」
を
提

示
す
れ
ば
医
療
費
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
で
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方

■
控
除
の
対
象

｢

主
治
医
意
見
書｣

（
当
該
年
認

定
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
）
の

中
で
、
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
＝
「
寝
た
き
り
度
Ｂ

ま
た
は
Ｃ
」
で
、
尿
失
禁
の
発

生
可
能
性
＝「
あ
り
」の
場
合

■
申
請
方
法

高
齢
福
祉
課
（
介
護
保
険
係
）
窓

口
ま
た
は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

で
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

の
確
認
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、「
確
認
書
」を
交
付
し
ま

す
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
手
続
き

　
要
介
護
認
定
者
が
対
象
で
す

険
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
０
）

※
所
得
税
に
関
し
て
＝
竜
ヶ
崎

税
務
署　
☎
０
２
９
７
︲
６
０

︲
２
０
２
９

 要介護認定者 要介護認定者以外
1年目 おむつ使用証明書 おむつ使用証明書
2年目 確認書／おむつ使用証明書 おむつ使用証明書

おむつ代医療費控除必要書類
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トピックス

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
！

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。病

気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
り
し
た
と
き
な
ど
に
も
年
金

を
支
給
し
、
人
生
の「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制

度
で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。申
請
手
続
き

な
ど
の
詳
細
は
市
役
所
、
ま
た

は
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
義
務
と
権
利

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

～
60
歳
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金

を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
の
手
続
き

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
一

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
市

役
所
で
直
接
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の

第
二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ

の
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
る
配
偶
者
の
第
三
号
被
保
険

者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所

が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。こ
の
申
請
を
行
わ
な

い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、「
万

が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が

受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ

事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

は
、
所
得
が
な
い
学
生
の
方
の

ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮

の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

聖苑香澄での料理・飲物の御用命は
聖苑香澄売店組合で

聖苑香澄売店組合

　
そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
の
た
め
に
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所　
☎

０
２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

／
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

道
路
補
修
工
事
に
伴
い
県
道
新

川
江
戸
崎
線
（
西
の
洲
地
区
）
が

全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

普
通
車
は
、
案
内
図
の
通
り
迂

回
し
て
く
だ
さ
い
。大
型
車
に

つ
い
て
は
、
国
道
１
２
５
号
を

迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

道
路
通
行
止
の
お
知
ら
せ

　
西
の
洲
地
区

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
通
行
止
め
期
間
：
２
月
３
日

（
火
）
～
３
月
14
日
（
土
）　

昼

夜
間

●
竜
ケ
崎
土
木
事
務
所
管
理
課

☎
０
２
９
７
︲
６
５
︲
３
４
１

１

霞ヶ浦

通行止箇所

普通車迂回路

桜川庁舎

県道新川江戸崎線

至 鹿嶋至 土浦

大型車迂回路

国道125号線

国
道
51
号
線

北田幸田

柏木
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若
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

　
有
料
サ
イ
ト
、借
金
、架
空
請
求

「
有
料
サ
イ
ト
、借
金
、架
空
請

求
」
の
相
談
数
が
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
被
害
防
止
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

興
味
本
位
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い

／
ヤ
ミ
金
に
は
絶
対
近
づ
か
な

い
／
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
連

絡
し
な
い
・
払
わ
な
い
／
必
要

の
な
い
勧
誘
は
ハ
ッ
キ
リ
断
る

／
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
／
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ

　
行
政
情
報
な
ど
を
提
供

茨
城
県
と
全
市
町
村
が
共
同
で

整
備
を
進
め
て
き
た
県
域
統
合

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

「
い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ
」

を
、ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ
ぷ

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
県
や
市
町
村
が
個
々
で

管
理
し
て
き
た
様
々
な
行
政
情

報
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
を
、
共
通
の

白
地
図
上
に
表
示
し
、
県
民
の

皆
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

▽
サ
イ
ト
：http://w

w
w

1.
asp-ibaraki.jp/jam

_ibara

ki/portal/index.htm
l

　

平
成
20
年
12
月
１
日
よ
り
、

「
電
子
メ
ー
ル
広
告
」
の
送
信

は
原
則
的
に
禁
止
に
な
り
ま
し

た
。相
手
の
承
諾
を
得
な
い
で

勝
手
に
広
告
を
送
り
つ
け
た
場

合
、
刑
事
罰
や
、
行
政
処
分
の

対
象
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
携

帯
電
話
な
ど
に
迷
惑
メ
ー
ル
が

送
り
つ
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
被

害
に
遭
う
こ
と
を
防
ぐ
為
で
す
。

●
茨
城
県
企
画
部
情
報
政
策
課

地
域
情
報
化
推
進
担
当
（
茨
城

県
市
町
村
共
同
シ
ス
テ
ム
整
備
運

営
協
議
会　

事
務
局
）　

☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
２
５
４
９

福
祉
有
償
運
送
が
始
ま
り
ま
す

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
各
方
面
へ
の
送
迎

１
人
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用

で
き
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
々
の
移
動
を
助
け
る
福
祉
有

償
運
送
が
始
ま
り
ま
す
。

　
通
院
や
買
い
物
な
ど
に
行
き

た
い
が
、
な
か
な
か
外
出
が
出

来
な
い
と
い
っ
た
方
の
た
め
に

ご
自
宅
か
ら
各
方
面
へ
の
送
迎

を
し
ま
す
。１
台
に
つ
き
１
組

の
送
迎
に
な
り
ま
す
の
で
、
気

兼
ね
な
く
ゆ
っ
く
り
と
目
的
の

場
所
ま
で
移
動
で
き
ま
す
。ま

た
、
乗
務
員
は
国
土
交
通
省
の

定
め
た
運
転
者
の
要
件
を
備
え

て
い
る
者
が
乗
務
し
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
車
椅
子
の
方
の
た
め
に
、
そ

の
ま
ま
乗
車
で
き
る
車
椅
子
専

用
車
両
を
配
備
し
て
い
ま
す

（
車
椅
子
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

車
椅
子
を
用
意
し
ま
す
）。車
椅

子
以
外
で
の
ご
乗
車
の
方
も
、

乗
車
し
や
す
い
車
両
を
配
備
し

て
い
ま
す
。

　
料
金
な
ど
そ
の
他
詳
し
い
こ

と
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
可
能
者
：
身
体
障
害
者
、

要
介
護
認
定
者（
要
支
援
認
定
者

は
介
助
が
必
要
な
方
）、
そ
の
他

の
障
害
を
有
す
る
者
で
介
助
が

必
要
な
方
、
そ
れ
ら
の
付
き
添

い
の
方　
▽
申
込
方
法
：
乗
車

予
定
の
１
週
間
～
２
日
前
に
左

記
へ
電
話
申
込　

▽
受
付
時

間
：
月
曜
～
金
曜
＝
午
前
８
時

～
午
後
３
時
／
土
曜
＝
午
前
８

時
～
正
午

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
稲
敷
み
ん
な
の

ま
ち
づ
く
り　
☎
＆
fax
０
２
９

︲
８
９
２
︲
５
５
９
０

分野 地図
くらし 公共施設
健康福祉 医療関係施設／福祉施設／バリ
　　　　　　アフリー（一部地域）／福祉バ
　　　　　　ス（一部地域）

教育文化 教育関係施設／文化・運動施設
安全安心 防災／防犯
地域づくり 都市計画（一部地域）

観光・歴史 大規模イベント会場／観光・名
　　　　　　所／文化財
地域基盤 市町村道（一部地域）／公共下水
　　　　　　道（一部地域）／道路工事（一部

　　　　　　地域）

行政情報 統計情報／地価情報／収入証紙
　　　　　　購入場所

　
迷
惑
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
と

き
は
返
事
を
せ
ず
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４

時
30
分

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５
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informationくらしと情報

▽
申
込
方
法
：
２
月
28
日（
土
）

ま
で
に
左
記
へ
電
話

●
宮
本
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１
４

水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
生
徒
募
集

毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も
、

職
場
や
家
庭
に
い
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
応
募
資
格
、
必
要
提
出
書
類

な
ど
の
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
▽
受
付

期
間
：
一
般
入
学
＝
３
月
12
日

（
木
）～
25
日（
水
）、
編
・
転
入

学
＝
２
月
16
日
（
月
）
～
20
日

（
金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
土
日
、祝
日
を
の
ぞ
く

●
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
☎
０

２
９
︲
２
４
７
︲
４
２
８
４
、

０
２
９
︲
２
４
７
︲
６
１
７
３

／http://w
w

w
.m

itom
ina

m
i-h.ed.jp/

自
然
と
遊
ぼ
う
！

参
加
者
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
稲
敷
第
１
団

で
は
、
自
然
の
中
で
の
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
方
を
体
験
す
る
「
自

然
と
遊
ぼ
う
！
」
体
験
を
計
画

就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

各
サ
ー
ビ
ス
無
料

県
で
は
、
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
「
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
ば

ら
き
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容
：
職
業
紹
介
、

就
職
相
談
、内
職
相
談
、な
ど

▽
相
談
時
間
：
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時（
平
日
の

み
）　

▽
場
所
：
県
土
浦
合
同

庁
舎
３
階

●
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
︲
８
２
５
︲
３
４
１
０
／
０

２
９
︲
８
２
５
︲
２
８
２
２

還
付
申
告

無
料
相
談

２
月
12
日
、13
日
、23
日
に
、税

理
士
事
務
所
に
お
い
て
還
付
申

告
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。少

額
な
還
付
申
告
相
談
、
申
告
書

の
作
成
を
無
料
で
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所
に
事

前
に
電
話
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　
▽
事
前
連
絡
受
付

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時　
▽
対
象
者
：
年
金
を
受

け
て
い
る
方
、
給
与
所
得
者
で

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
、な
ど

●
関
東
信
越
税
理
士
会
竜
ヶ
崎

支
部
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
４

７
４
３

相
続
登
記

無
料
相
談

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

の
一
ヶ
月
間
、
相
続
登
記
に
関

す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま

す
。　
▽
期
間
：
２
月
の
一
ヶ

月
間　
※
土
日
、祝
日
の
ぞ
く

▽
申
込
、
実
施
場
所
：
県
内
の

各
司
法
書
士
事
務
所

●
茨
城
司
法
書
士
会
☎
０
２
９

︲
２
２
５
︲
０
１
１
１

健
康
教
室

認
知
症
に
つ
い
て

宮
本
病
院
で
、
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。送
迎
サ
ー
ビ
ス
も

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　
▽
テ
ー
マ
：
認

知
症
に
つ
い
て（
講
師
：
須
磨
崎

加
寿
子 

先
生
）　

▽
日
時
：
３

月
７
日（
土
）午
後
１
時
～
２
時

30
分　
▽
会
場
：
宮
本
病
院　

健
康
教
室　
▽
参
加
費
：
無
料

し
て
お
り
ま
す
。　
▽
日
時
：

３
月
８
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
２
時　
▽
場
所
：
沼
里
小
学

校
（
雨
天
時
は
江
戸
崎
総
合
体
育

館
）　

▽
対
象
：
幼
稚
園
児
～

小
学
生

●
川
口
章
子
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
５
８
４
５

エ
ア
ロ
ビ
参
加
者
募
集

ス
マ
イ
ル

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
ス
マ
イ
ル
」

で
は
、
２
月
か
ら
の
参
加
者
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。　
▽
日

時
：
２
月
18
日（
水
）～
４
月
８

日（
水
）毎
週
水
曜
日
、全
８
回

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分　

▽
場
所
：
江
戸
崎
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ　
▽
参
加
費
：
３
０

０
０
円　
▽
申
込
：
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ
で
毎
週
水
曜
日
随
時
受
付

※
当
日
、
途
中
参
加
も
受
付
け

ま
す

●
森
永
（
夜
間
の
み
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
４
９
３
９

エ
ア
ロ
ビ
参
加
者
募
集

プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会
「
プ
リ

テ
ィ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」で
は
、参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

▽
日
時
：
毎
週
木
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
８
時
30
分（
３
月
～
）

▽
場
所
：
江
戸
崎
体
育
館
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
ほ
か　

▽
参
加

費
：
１
ク
ー
ル（
８
回
）＝
２
０

０
０
円　
▽
申
込
：
毎
週
木
曜

日
に
会
場
で
受
付

●
稲
敷
市
江
戸
崎
体
育
館
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
８
６
６
１

ふ
れ
あ
い
文
化
講
演
会

テ
ー
マ「
明
日
の
心
」

詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
▽
日
時
：
２
月
14

日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
会
場
：
レ
イ
ク
エ
コ
ー　
▽

講
師
：
小
沢
昭
一 

氏

●
レ
イ
ク
エ
コ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
文
化
講
演
会
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
０
２
９
９
︲
７
３
︲
２

３
０
０



広報稲敷 平成21年2月号　10

2月5日（木） 桜川庁舎 弁
2月12日（木） ふれあいセンター 司
2月19日（木） 東分庁舎 
2月26日（木） 江戸崎公民館 司
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029- 
892-2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時　▽会場：下記の番号にて確認
火曜日＝江戸崎中、江戸崎小、桜川中のいずれか
問：江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
木曜日＝新利根中、東中のいずれか
問：新利根中学校相談室tel.0297-87-5003
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みにお答えします。
▽日時：2月5日（木）／ 2月19日（木）午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

総人口：47,606（-45）

　　男：23,518（-16）

　　女：24,088（-29）

世帯数：14,964（-3）

※ 1 月 1 日現在。かっこ内

は前月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時〜正午　▽場所：新利根庁舎、
小角地区農村集落センター
●稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内

線3300）

2月の納税
▽納期限：3月2日（月）

・固定資産税：4期
・介護保険料：6期
・国民健康保険税：6期
・後期高齢者医療保険料：8
期

2月17日（火）　江戸崎庁舎／ 2月18日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝2
月9日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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2月8日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
2月11日（水） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
2月15日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
2月22日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
3月1日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
3月8日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
3月15日（日） 坂本医院：坂本隆二（桑山）tel.029-892-2232
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
3月20日（金） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
3月22日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
3月29日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸教室（予約制） 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
囲碁教室 毎週月曜午後1時〜
カラオケ愛好会 火、土曜午後1時30分〜
梅さんの落語会 2月6日（金）午前10時30分〜
太極拳教室 2月11日（水）午後1時30分〜
生花教室 2月19日（木）午後1時30分〜
手話愛好会 2月20日（金）午後7時〜
料理教室 2月23日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 2月23日（月）午後1時〜
絵手紙教室 2月25日（水）午後1時30分〜
茶道教室 2月26日（木）午前10時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/mail_service/mo
bile/　※QR コードは裏表紙

情報メール配信

informationくらしと情報
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第22回　郡司 光 さん

武道の精神を知ってもらえたらいい
なと思っています。

■ニジェールで伝えたいことは
ニジェールの子ども達は、家庭や経
済的な事情で学校に行けなかったり
するんです。そんな環境なので、子
ども達の知っている「世界」はとて
も狭い「世界」なんです。だから、ニ
ジュールの子ども達には日本の文化
やその土地にない活動を伝えて、色
んな世界があることを知ってもらい
たい。そして、子ども達に「自分にも
可能性がある」ということを知って
もらいたいです。

■帰国してからの目標などは
まだ先のことで漠然としています
が、世界中を旅して色々な文化に
触れたいと考えています。そして
いつかは、その経験を還元したい

ので、稲敷と世界の架け橋になる
ような取り組みをしてみたいです。

ニジェール共和国

マラディー文化の家

▽国名：ニジェール共和国
▽首都：ニアメ
▽国土面積：1,267,000平方キロメートル
▽人口：1,370万人（2006年）

▽民族：ハウサ族、ジェルマ・ソンガイ族、カ
　ヌウリ族など
▽言語：フランス語、ハウサ語など
▽宗教：イスラム教約75％、その他はキリス
　ト教、原始宗教
▽主産業：農業、鉱業
▽一人あたりのＧＮＩ（国民総所得）：
　270ドル（2006年）

※参照：外務省HP より
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〜 稲 敷 か ら 羽 ば た く 人 々 〜

プロフィール
大学四年の時に青年海外協力
隊に興味を持ち、平成20年2
月にJICA の試験に合格。　
　平成21年1月7日〜23年
1月6日の二年間、青年海外
協力隊としてアフリカのニジ
ェールに派遣される。配属先
はマラディー文化の家。

今月号は、青年海外協力隊として、
ニジェールに派遣される、郡司光さ
ん（三次）。
　「子どもの頃から学んできた剣道
の心得を伝えていきたい」と語って
くれました。

■なぜ協力隊に参加しようと思
ったのか
日本以外の世界を見て、様々な文化
や価値観に触れたいんです。
　世界には、学校に行けなかったり、
親がいなかったり、ご飯を食べられ
なかったりするような、貧困の現実
があります。そういった現実を肌で

感じてみて、その中で自分の力が何
かの役にたてばと思い、参加しまし
た。

■訓練所ではどんなことを
大学の教授が講義にきてくださり、
メインとなる公用語のフランス語の
レッスンのほか、宗教や地域開発な
どについて学びました。
　長野の駒ヶ根訓練所で二ヶ月間の
合宿訓練だったので、昼の授業だけ
でなく、夜には候補生同士が自主講
座を開いて勉強しました。候補生た
ちの中には、様々な技術や信念を持
った人がいて、それがとても刺激に

なりました。

■ニジェールでの活動は
「マラディー文化の家」で小学生か
ら20歳前後の子ども達と交流しま
す。そこは、日本でいう公民館と図
書館が合わさったような施設です。
　日本で何をやるか決めて行っても、
ニジェールの子ども達にとってプラ
スになるとは限らないので、現地で
子ども達とふれあいながら、ニーズ
に合わせた活動ができたらなと考え
ています。
　ただ、希望としては、剣道を教え
てみたいです。技術だけではなく、
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1a

1b

1
お
相
撲
さ
ん
の
餅
つ
き

12
月
14
日
、
浮
島
に
あ
る
旧
宮
本
邸
で
千
田

川
親
方
（
元
安
芸
乃
島
）
と
高
田
川
部
屋
の
力

士
に
よ
る
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ

た
方
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
あ
い

に
く
の
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
宮
本
さ

ん
か
ら
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
立
派
な
屋
敷
の
中

で
の
餅
つ
き
。地
元
の
方
を
中
心
に
訪
れ
て

く
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
本
物
の
お
相
撲
さ
ん

が
つ
く
餅
を
目
と
舌
で
堪
能
し
ま
し
た
。

2
人
権
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
「
人
権
週
間
」
と
し

て
、
当
市
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
12
月
５
日
、
江
戸
崎
パ
ン
プ
に

て
実
施
し
ま
し
た
。委
員
の
み
な
さ
ん
は「
人

権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を

考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」と
訴
え
ま
し
た
。

3
大
杉
神
社
奉
納
菊
ま
つ
り
大
会

10
月
25
日
か
ら
11
月
20
日
に
わ
た
り
大
杉
神

社
奉
納
菊
ま
つ
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
作
品
も
市
の
菊
花
会
の
方
達
が
、

丹
誠
込
め
て
我
が
子
の
よ
う
に
育
て
上
げ
た

花
々
。期
間
中
は
鮮
や
か
な
彩
り
と
ほ
の
か

な
香
り
で
、
神
社
の
境
内
が
満
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

総
合
優
勝
：
坂
本
修
さ
ん
（
東
支
部
）
／
最

優
等
花
：
黒
田
安
夫
さ
ん（
東
支
部
）

2
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3a

で・き・ご・と
11-12月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

4
県
極
真
空
手
道
大
会
で
入
賞

12
月
７
日
に
茨
城
県
武
道
館
で
第
17
回
茨
城

極
真
空
手
道
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内

の
小
学
生
が
優
秀
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
赤
澤
怜
奈
さ
ん（
沼
里
小
３
年
）
：
個
人
戦

小
学
校
３
～
４
年
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
（
昨
年
に

続
き
２
連
覇
）、
団
体
戦
小
学
校
４
年
以
下
ク

ラ
ス
優
勝（
最
前
列
左
か
ら
３
番
目
）

▼
松
崎
マ
リ
ナ
さ
ん（
沼
里
小
６
年
）
：
個
人

戦
小
学
校
５
～
６
年
Ｂ
ク
ラ
ス
準
優
勝
（
最

前
列
右
か
ら
１
番
目
）。

5
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

２
０
０
８　

12
月
13
日
、
成
田
空
港
の
空
港
中
央
広
場
で

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。空
港
近
隣
の
市
町
村

が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。稲
敷
市
か
ら
も

ポ
テ
ィ
ロ
ン
の
森
の
物
産
店
が
出
店
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
を
彩
っ
た
沢
山
の
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
一
つ
を
、
江
戸
崎
第
一
保
育
所

の
園
児
達
が
飾
り
付
け
ま
し
た
。飾
り
付
け

を
行
っ
た
の
は
12
月
8
日
。児
童
み
ん
な
で

き
れ
い
な
飾
り
付
け
を
し
て
き
ま
し
た
。

3b

4

5b

5a
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8b

6
自
家
製
そ
ば
粉
で
そ
ば
打
ち
体
験

12
月
７
日
、
押
砂
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

子
ど
も
達
の
そ
ば
打
ち
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
押
砂
地
区
が「
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
」
の
中
で
、
休
耕
田
を
つ
か

っ
て
作
っ
た
そ
ば
を
利
用
し
た
も
の
。子
ど

も
達
は
、
講
師
の
先
生
と
地
元
の
そ
ば
打
ち

ク
ラ
ブ
の
指
導
の
も
と
、
一
生
懸
命
そ
ば
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

7
老
人
ク
ラ
ブ
の
し
め
縄
つ
く
り

12
月
17
日
、
稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
に
よ
る
、
し
め
縄
つ
く
り
の
講
習
会
が
江

戸
崎
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の

お
正
月
は
丹
誠
込
め
た
自
信
作
が
自
宅
に
か

ざ
ら
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

8
保
育
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

江
戸
崎
保
育
園
、
つ
ば
さ
保
育
園
、
そ
れ
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
ア
イ
で
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
12
月
22
日（
あ
い
ア
イ
）
：
ク
リ
ス
マ
ス
を

前
に
親
子
で
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
観
た
り
、

歌
っ
た
り
、踊
っ
た
り
。（
８
ａ
）

▼
12
月
25
日
（
江
戸
崎
保
育
園
）
：
茨
城
Ｇ
Ｇ

と
、
江
戸
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
さ
ん

が
来
園
。（
8
ｂ
）

▼
12
月
25
日（
つ
ば
さ
保
育
園
）
：
茨
城
Ｇ
Ｇ・

園
児
・
卒
園
児
と
の
地
域
交
流
会
。サ
ン
タ

や
ト
ナ
カ
イ
と
い
っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム
・
も
ち

8c

6

7

8a
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で・き・ご・と
12月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

つ
き
を
。（
8
ｃ
）

9
江
戸
崎
第
二
保
育
所
で
餅
つ
き

12
月
12
日
に
第
二
保
育
所
で
餅
つ
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。保
護
者
や
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
々
の
手
伝
い
に
よ
り
、
園
児
一
人
ひ
と

り
が
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
五
穀
豊
穣
を
祈
る
な
ら
せ
餅
に
し
た
り
、

き
な
こ
餅
に
し
て
、
園
児
た
ち
は
自
分
で
つ

い
た
餅
を
お
い
し
そ
う
に
頬
張
り
ま
し
た
。

10
少
年
野
球
教
室

昨
年
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
ド
ラ
フ
ト
入
団

し
た
坂
本
大
空
也
さ
ん
が
、
地
元
の
野
球
少

年
の
た
め
に
と
12
月
28
日
、
野
球
教
室
を
開

催
し
て
く
れ
ま
し
た
。会
場
と
な
っ
た
桜
川

運
動
公
園
野
球
場
に
は
、
市
学
童
軟
式
野
球

チ
ー
ム
と
美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
子
ど
も
達
約

１
５
０
人
が
集
結
。坂
本
さ
ん
は
少
年
野
球

時
代
一
緒
に
汗
を
流
し
た
後
輩
の
大
久
保
圭

祐
さ
ん
と
根
本
孝
紀
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
子
ど
も
達
に
指
導
し
て
く
れ
ま

し
た
。

11
Ｊ
Ａ
稲
敷
か
ら「
ふ
る
さ
と
納
税
」

こ
の
度
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
第
一
号
と
し
て

Ｊ
Ａ
稲
敷
か
ら
市
の
農
業
振
興
の
た
め
に
と
、

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
お
金
は
、

12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
稲
敷
感
謝
祭
」

で
の
農
産
物
品
評
会
の
売
上
金
で
、
市
で
は

今
後「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」で
管
理
し
、運

用
さ
れ
ま
す
。

10a

911

10b

▢▢
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

あそびの広場日程
2月3日（火） ふれあい遊び（妊婦さん〜 1歳3 ヶ月）

2月5日（木） ひな人形を作ろう（どなたでも）

2月10日（火） でんでん太鼓を作ろう（1歳3 ヶ月〜 2歳）

2月12日（木） 楽器で遊ぼう（どなたでも）

2月17日（火） ひな人形を作ろう（2歳〜 3歳）

2月19日（木） ひな人形を作ろう（どなたでも）

2月24日（火） ジャンボびゅんびゅんごまで遊ぼう（3

歳〜就学前のお子さん）

2月27日（金） ムーブメント（2歳半〜）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
2月4日（水） ひな人形を作ろう（どなたでも）

2月18日（水） 楽器で遊ぼう（どなたでも）

2月25日（水） 体操遊び（どなたでも）

2月27日（金） ムーブメント（2歳半〜）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は不要、午前10時〜）

2月4日（水） すくすくday ／東保健センター
2月9日（月） ベビーマッサージ／あいアイ
2月12日（木） ママとあそぼう（0歳〜 1歳半）／あいアイ
2月17日（火） リズムあそび／桜川保健センター
2月18日（水） リズムあそび／東保健センター
2月20日（金） リズムあそび（1歳半〜）／あいアイ
2月24日（火） リズムあそび／江戸崎保健センター
2月25日（水） すくすくday ／東保健センター
2月26日（木） ママとクッキング／あいアイ
2月27日（金） 誕生会（2月生まれ）／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約

「いっしょにつくろう！いっしょにた
べよう！親子クッキング」
一緒に食べ物を作って食べるという経
験は、子どもにとってもお母さんに
とっても楽しいものです。今回の講座
では、子ども達も参加できる、楽しく
ておいしい簡単レシピを栄養士さんが
教えてくれます。
　ぜひ、親子で楽しいひとときを…。
▽日時：2月26日（木）午前10時〜正
午　▽場所：子育て支援センターあい
アイ　▽対象：２歳児以上の子どもと
保護者（15組）　▽講師：浅野みどり氏

（栄養士）　▽費用：実費程度（300円位）

あいアイ

　
　　つばさ・ひまわり
伝統的なおもちゃ作りに参加してみま

せんか？（ひな人形・でんでん太鼓・こま

など）

昔ながらの素朴で暖か味のあるおもち
ゃを千代紙や和紙などを使ってお子さ
んと一緒に作ってみませんか。
ひなまつりコンサート
うたのおねえさんやピエロのマジック
など、盛りだくさんなひなまつりコン
サートです。女の子の節句ですが男の
子も十分楽しめますので、お誘いあわ
せの上ご来館ください。入場は無料で
す。
▽日時：3月3日（火）午前10時〜 11
時30分　▽場所：ふれあいセンター
研修室

12月12日「わぁ〜なんだろう？みんな興
味津々！」 ママとあそぼう（1歳半までの
あいアイ広場）

▽申込：2月20日（金）までにあいア
イへ
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

2月、3月の行事予定
■MR　3月26日（木）ふれあいセンター
住民健康相談
2月23日（月）桜川保健センター／ 3
月23日（月）江戸崎保健センター
心の相談（予約制）

2月10日（火）東保健センター／ 2月
25日（水）ふれあいセンター／ 3月11
日（水）桜川保健センター／ 3月25日

（水）ふれあいセンター
こころのリハビリ
2月25日（水）、3月25日（水）ふれあ
いセンター
献血
2月16日（月）市役所新利根庁舎＝午
前9時30分〜正午／新利根工業団地

詳しくは昨年の3月に配布した、すく
すくカレンダーをご覧ください。
予防接種（前月の20日から予約受付）

■三種混合　2月17日（火）、3月23
日（月）江戸崎保健センター／ 2月2日

（月）、3月6日（金）東保健センター
■ポリオ　2月3日（火）、3月10日（火）江
戸崎保健センター／ 2月19日（木）東保健
センター／ 3月18日（水）桜川保健センタ
ー
■BCG　2月16日（月）江戸崎保健センタ
ー

組 合 ＝ 午 後 2 時〜 4 時 ／ 3 月 27 日
（金）市役所東庁舎＝午前9時30分〜
11時30分／アピタ佐原東店＝午後1
時30分〜 4時／ 3月31日（火）江戸
崎ショッピングセンターパンプ＝午前
10時〜午後4時
マタニティスクール
3月10日（火）江戸崎保健センター
離乳食相談（予約制）　
2月23日（月）桜川保健センター／ 3
月23日（月）江戸崎保健センター
乳幼児健診
対象の方へ個別通知いたします。詳しく
は、すくすくカレンダーをご覧ください。

　　　ご存知ですか？　特定健診
平成20年4月より、今までの生活習慣病の早期発見・早期
治療を目的とした基本健診から、病気になる前の不健康な
状態を改善するための階層化を目的とした特定健診へ変わ
りました。
　特定健診の場合、対象者は40歳〜 74歳までの方です。
医療保険者が実施主体になりました。健診については各保
険者に確認いただくことになります。
　また、健診受診の際は、健康保険証と特定健診受診券が
必要となります。特定健診受診券についても、各医療保険
者からの発行となります。
　今までのようにすべての方が市の健診会場で受診するこ
とはできませんので、医療保険者からの案内については必
ず確認するようお願いいたします。
　75歳以上の方については高齢者健診、19歳から39歳
までの稲敷市国保加入者と社会保険被扶養者は生活習慣病

健診が受診できます。保険証の確認がありますので、保険
証を必ずご持参ください。
　検査の内容については、保健行事予定表（4月号広報と一

緒に配布予定）でご確認ください。※一部の検査について自
己負担があります。
　社会保険被保険者（本人）については、事業所健診を受診
していただくようになります。
　その他のがん検診については、今までと変わりはありま
せん。対象年齢となっていれば、どなたでも受診できます。
　年に1度は検診を受けましょう！
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生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

学校の体育館などを無料で開放
　　　学校体育施設開放事業

桜川地区ロードレース大会
　　　ゴールデンゴールズの選手も一緒に！

12月21日に桜川運動公園で、桜川地
区ロードレース大会が開催されまし
た。
　当日は快晴で風もなく、屋外の競技
にはうってつけの日でした。また、後
援の茨城ゴールデンゴールズの選手た
ちも一緒に走ってくださったり、片岡
安祐美選手がスターターをしたりと、
和やかな雰囲気で大会が進みました。
　参加者は桜川地区の小中学生をはじ
め、他の市町村から（中には千葉県から）

の参加もあり、一般の方も含めると総
勢175人に。各々が全力で走り切りま

保険、共済見舞金が契約に含まれます。
●（財）スポーツ安全協会http://www.
sportsanzen.org
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利

根庁舎）tel.0297-87-3439　なお、平成21年度の学校体育施設
開放事業に係る利用手続きおよび利用
日程調整会議を3月上旬に開催しま
す。
スポーツ安全保険
スポーツ安全保険とは、アマチュアの
スポーツ、文化、ボランティア活動な
どの団体を対象に、公益法人のスポー
ツ安全協会が運営している保険です。
グループ活動中や、会場までの往復中
の事故に対して、傷害保険、賠償責任

地域のスポーツ振興を図るため、学校
の体育施設を無料で開放します。
▽開放施設：市内の全小中高等学校の
体育施設　▽利用時間：平日＝午後6
時〜10時、土日祝日＝午前9時〜午
後10時　▽団体登録：利用を希望す
る団体は生涯学習課へ団体登録申請を
してください。登録には①市内在住在
勤で10人以上の団体、②スポーツ安
全保険などに加入、③非営利目的、な
どの条件があります。

した。
　大会後は、阿波大杉婦人ボランティ
アの方々が、疲れた参加者たちに温か
い豚汁を振る舞ってくれました。
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 ８ ９ 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28
江戸崎図書室
毎週月曜日、2月11日（水）、24
日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、2月11日（水）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

図書カレンダー 2月

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：2月21日（土）　午後2時〜 3
時　▽場所：江戸崎公民館　和室2

新利根公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、季節のお話とお
り紙をしてくれます。
▽日時：2月14日（土）　午前10時30
分〜 11時30分　▽場所：新利根公民
館　2階和室

お願い
借りた本がやぶれてしまったら、その
箇所がわかるようにして図書館にお持
ちください。セロテープなどで修理す
ると、かえって黄ばみなどで劣化して
しまいます。人気のある児童書などは
ページがはずれてしまこともありま
す。こちらで修理しますので、返却時
にカウンターへお知らせください。
　みんなで使う本です。気持ちよく読
めるよう、ご協力をお願いします。

新着図書
「キネマの神様」原田マハ、「大金星」水
野敬也、「南極（人）」京極夏彦、「ツチヤ
の貧格」土屋賢二、「私はガス室の「特
殊任務」をしていた」シュロモ・ヴェネ
ツィア、「浅田真央、17歳」宇都宮直子、
ほか

市立図書館

今月の展示
お正月太り解消！
お餅のようにふくれたお腹を眺めつつ
…。ダイエットや健康についての本を
集めてみました。メタボ脱出を考えて
みませんか？

子ども映画会
長靴をはいた猫（幼年向けアニメ）

▽日時：2月7日（土）、8日（日）　午後
2時〜（上映時間50分）　▽申込：当日
図書館カウンター　▽定員70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：2月22日（日）　午前10時30
分〜

新着図書（図書館）
「恋と恋のあいだ」
野中柊、「サンタ・
エクスプレス」重
松清、「森に眠る
魚」角田光代
※写真左から
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昭
和
三
十
年
、
古
渡
、
浮
島
両

村
の
合
併
に
よ
り
桜
川
村
が
誕

生
し
ま
し
た
。翌
三
十
一
年
に

は
阿
波
村
も
加
わ
り
、
新
生
桜

川
村
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
時

の
合
併
は
昭
和
の
合
併
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
来
、今
回

の
平
成
の
合
併
で
稲
敷
市
誕
生

ま
で
の
五
十
年
間
、
桜
川
村
は

最
後
ま
で
村
と
し
て
の
歴
史
を

刻
ん
で
来
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
、
合
併
二
十
周

年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

自
治
体
の
唄
を
作
る
計
画
が
立

て
ら
れ
、
既
に「
東あ
ず
ま
お
ん
ど

音
頭
」が
あ

っ
た
東
村
を
除
く
、江
戸
崎
、新

利
根
、
桜
川
が
ほ
ぼ
同
時
期
に

町
村
の
音
頭
を
作
り
ま
し
た
。

　

三
ヶ
町
村
と
も
歌
詞
を
公
募

し
、
桜
川
村
へ
の
応
募
は
百
九

篇
あ
り
ま
し
た
。入
選
作
を
選

ぶ
た
め
に
、「
桜
川
音
頭
審
査
委

員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
村
内
浮
島
在
住

の
宮
本
湖
堂（
榮さ
か
え）氏
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。地
元
民
な
ら

で
は
の
心
遣
い
で
、
合
併
し
た

旧
三
ヶ
村
を
平
均
し
て
歌
い
込

み
、
村
民
が
納
得
で
き
る
歌
詞

で
し
た
。ち
な
み
に
江
戸
崎
町

で
は
優
劣
つ
け
難
い
二
篇
が
残

り
、ど
ち
ら
も
落
と
せ
ず
、一
篇

を「
江
戸
崎
音
頭
」、
も
う
一
篇

を「
江
戸
崎
小
唄
」と
し
ま
し
た
。

「
江
戸
崎
小
唄
」の
作
詞
は
宮
本

氏
で「
桜
川
音
頭
」と
ダ
ブ
ル
入

選
で
し
た
。桜
川
村
で
は「
桜
川

音
頭
」の
作
曲
を
白し
ら
い
し
と
し
お

石
十
四
男
、

振
付
を
三み
ふ
じ
し
ょ
う
え
ん

藤
祥
園
、
歌
を
江え
さ
き崎

は
る
み
の
各
氏
に
依
頼
し
レ
コ

ー
ド
化
、
村
民
に
発
表
さ
れ
た

の
は
昭
和
五
十
二
年
で
し
た
。

「
桜
川
音
頭
」と「
あ
ん
ば
囃
子
」

を
組
み
合
わ
せ
た
レ
コ
ー
ド
は

各
戸
に
一
枚
ず
つ
配
ら
れ
ま
し

た
。
踊
り
の
講
習
を
受
け
た

方
々
が
、
村
内
の
小
・
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
、
婦
人
会
等
の

婦
人
層
を
指
導
し
大
勢
の
人
が

踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詞
と
曲
と
踊
り
が
マ
ッ
チ
し
て
、

村
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
明
る
い

音
頭
が
出
来
上
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
に
開
催
さ
れ
た

「
つ
く
ば
科
学
万
博
」で
は
、
県

内
各
市
町
村
の
日
が
定
め
ら
れ
、

自
治
体
が
音
頭
や
郷
土
芸
能
を

桜
川
公
民
館
に
建
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
三
月
宮
本
氏
は
八

十
七
歳
で
他
界
し
ま
し
た
。葬

儀
は
ご
自
宅
を
式
場
と
し
て
行

わ
れ
、「
桜
川
音
頭
」が
静
か
に

流
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。「
桜
川

音
頭
に
送
ら
れ
て
旅
立
ち
た

い
」
と
の
遺
言
が
あ
っ
た
そ
う

で
、
さ
ぞ
満
足
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

稲
敷
市
誕
生
に
よ
り
、「
桜

川
」
の
村
名
が
な
く
な
っ
た
以

上
、「
桜
川
音
頭
」は
少
し
ず
つ

忘
れ
ら
れ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

で
も
そ
の
時
も
、
素
晴
ら
し
い

村
の
唄
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
桜

川
公
民
館
の
歌
碑
が
証
明
し
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９-

７
９-

３
２
１
１

披
露
し
て
万
博
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

桜
川
村
で
は
三
月

二
十
五
日
、
五
百

四
十
名
が
「
桜
川

音
頭
」「
あ
ん
ば
囃

子
」「
十
二
座
神

楽
」
で
参
加
し
ま

し
た
。踊
る
人
も

観
る
村
民
も
心
を

一
つ
に
し
て
桜
川

村
の
ピ
ー
ア
ー
ル

に
努
め
効
果
を
上

げ
ま
し
た
。

　

宮
本
氏
は
、
歌

詞
入
選
を
記
念
し

て
桜
川
村
に
歌
碑

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
の
碑
は
現
在
も

万
博
踊
り（
カ
セ
ッ
ト
カ
バ
ー
よ
り
）

桜
川
音
頭
歌
碑

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
36
回

　
桜
川
音
頭

　
　
　
　
〜
村
民
の
心
を
つ
な
い
だ
村
の
唄
〜

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
飯
嶋
伊
津
子
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

熱
燗
を
な
め
て
昔
に
返
り
け
り	

坂
本
美
園（
戸
張
）

駅
ふ
た
つ
ほ
ど
の
し
ぐ
れ
や
山
手
線	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

銀
杏
黄
葉
梢
に
夕
日
留
め
け
り	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

衰
へ
ぬ
眼
光
檻
の
な
か
の
鷹	

溝
口
民
城（
高
田
）

大
欅
冬
木
と
な
り
て
星
宿
す	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

あ
や
か
し
は
吹
か
れ
て
踊
る
枯
れ
尾
花	

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

雑
炊
の
う
ま
さ
や
戦
時
思
い
つ
つ	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

冬
紅
葉
は
ん
な
り
雨
の
東
福
寺	

石
井
忠（
橋
向
）

月
冴
ゆ
る
吾
が
影
黒
し
ゆ
れ
ゆ
れ
て	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

芥
み
な
沈
み
て
透
け
し
冬
の
川	

篠
田
啓
子（
新
山
）

忘
れ
い
し
友
思
い
出
す
日
向
ぼ
こ	

代
静（
犬
塚
）

左
右
見
て
犬
が
立
ち
去
る
枯
野
か
な	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

干
柿
や
日
の
ゆ
き
渡
る
家
二
軒	
幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

三
日
月
に
添
ふ
星
二
つ
冴
え
渡
り	
細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

見
上
げ
て
は
冬
満
月
の
神
々
し	

福
本
き
み
え（
新
山
）

枯
尾
花
日
に
波
打
ち
て
耀
よ
え
り	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

置
い
て
ゆ
き
ま
す
と
柚
子
乗
せ
走
り
書
き	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

幾
重
に
も
マ
フ
ラ
ー
巻
い
て
朝
の
道	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

今
朝
の
庭
薄
き
氷
や
潦
に
わ
た
ず
み	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

水
泳
の
夢
に
目
覚
し
冬
の
朝	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

恙
無
く
揃
う
て
宮
の
掃
納	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

沼
の
も
の
ど
れ
も
淋
し
く
冬
ざ
る
ゝ	

永
長
小
夜（
古
渡
）

山
裾
の
墓
域
冬
の
陽
や
は
ら
か
し	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

戦
死
し
た
夫
に
代
り
て
農
守
り
い
ま
幸
せ
と
皺
深
き
友	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

さ
く
さ
く
と
初
霜
踏
み
て
み
そ
汁
に
入
れ
ん
と
狭
庭
の
小
松
菜
を
採
る	

内
田
君
代（
沼
田
）

ピ
ラ
カ
ン
サ
日
毎
色
増
し
艶
増
し
て
末
は
小
鳥
の
餌
食
と
成
る
も	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

雪
割
橋
望
く
谷
間
の
せ
せ
ら
ぎ
は
真
っ
赤
な
紅
葉
ひ
き
て
流
る
る	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

拓
本
の
わ
ら
べ
二
人
の
道
祖
神
や
さ
し
き
顔
に
信
濃
が
み
ゆ
る	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

降
り
続
く
雨
音
聞
き
つ
つ
師
の
歌
集
く
り
か
え
し
読
み
胸
迫
り
く
る	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

す
き
焼
の
鍋
を
か
こ
み
て
娘
と
し
ば
し
孫
も
二
人
の
母
と
な
り
た
る	

松
本
静
子（
西
町
）

夫
運
転
の
助
手
席
に
乗
る
幸
せ
を
奪
わ
れ
て
い
ま
厨
に
孤
独	

三
島
文
子（
佐
倉
）

初
氷
見
つ
け
し
朝
は
嬉
し
さ
に
童
の
よ
う
に
ス
キ
ッ
プ
を
す
る	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

花
八
つ
手
ほ
の
か
に
庭
を
明
る
め
て
師
走
の
淡
き
陽
の
中
に
泛
く	

永
長
小
夜（
古
渡
）

く
す
り
数
次
第
に
ふ
え
て
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
下
降
す
る
の
み	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

手
入
れ
せ
し
松
の
大
樹
を
回
り
い
て
や
わ
ら
か
き
陽
の
光
の
及
ぶ	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

紅
葉
見
に
集
い
来
た
れ
と
言
う
如
く
九
十
二
才
の
翁
は
逝
き
ぬ	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

「
あ
あ
で
は
ま
た
ね
」と
言
え
ず
の
長
電
話
独
居
は
そ
れ
だ
け
に
ぬ
く
も
る	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

店
頭
に
ブ
ー
ツ
が
並
び
少
し
ず
つ
街
は
冬
え
と
加
速
し
て
を
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

つ
な
か
れ
し
犬
の
鎖
の
鈍
き
音
生
か
さ
れ
て
な
ほ
哀か
な

し
き
音
よ	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

い
た
だ
き
し
無
花
果
う
ま
し
古
里
の
背
戸
に
熟
れ
い
し
遠
き
日
思
う	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

四
キ
ロ
を
毎
日
歩
き
て
胴
ま
わ
り
九
十
五
セ
ン
チ
相
も
変
ら
ず	

山
根
三
千
人（
西
代
）

風
邪
癒
え
て
小
春
日
和
の
散
歩
道
犬
も
じ
ゃ
れ
つ
く
草
の
実
つ
け
て	

柴
崎
文
子（
町
田
）

歌
詠
む
も
よ
け
れ
ど
少
し
身
綺
麗
に
し
て
は
と
姉
が
紅
を
呉
れ
た
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

柚
子
の
実
を
甘
く
つ
け
て
は
母
思
う
種
も
一
緒
と
笑
い
し
日
遠
く	

根
本
邦
子（
押
砂
）

凶
悪
な
ニ
ュ
ー
ス
の
つ
づ
く
此
の
日
頃
風
穏
や
か
に
青
空
の
澄
む	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

こ
ぶ
し
の
葉
散
り
敷
く
庭
に
小
鳥
ら
の
か
さ
こ
そ
か
さ
と
餌
を
あ
さ
り
お
り	

黒
田
定
子（
下
須
田
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで
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編集後記　▽今年になって初めての広報紙づくり。1月（２月号）は、いつになく締め切り日が
早く、正月ぼけが紙面に出ないよう必死でした。なお、今年の初夢は締め切り日が毎週訪れる悪
夢でした。（i）　▽2月7日から江戸崎雛まつりが始まります。江戸崎の商店街や笑遊館では、色
とりどりの雛人形をかざったり、期間限定の和菓子を販売したりします。3月3日まで開催し
ていますので、時間をみつけて、ぜひ見物に来てください。（栗）

明治８年に産声を上げた阿波小学校
は、133年という歴史と伝統の中で、
沢蟹が棲む恵まれた自然の学校林を背
景に、特色ある教育活動を展開してお
ります。
　例えば、地域で脈々と受け継がれた
郷土芸能『あんば囃子』（国選択無形民族

文化財）の継承活動です。あんば囃子保
存会の皆さんの指導で、4年生から6
年生が学習しています。昨年は「男と
女のハーモニー」の開会行事や市文化

祭など発表の機会を多く持つことがで
きました。特に、国民文化祭『いばらき
2008民俗芸能の祭典』では、郷土の伝
統文化を県内外に広くアピールするこ
とができました。
　また、本校は保存会の方々以外にも
学校安全ボランティアや読み聞かせボ
ランティアなど多くの地域の方々に支
えられ、地域と連携して教育活動を進
めています。
　さらに、『明るく・かしこく･ たくま

しく』をキーワードに「コミュニケ
ーション能力」の育成にも励んでい
ます。そして、子ども達が「生きる力」
を身につけ、自己の未来を切り拓い
てくれればと願って止みません。
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息づく地域に支えられながら
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